
氏名 魚島　純一

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・博物館資料論
・
・
・

日本文化財科学会事務局長（幹事）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

人権委員、ネットワーク委員、ホームページ委員、情報教育検討委員、広報担当教員
体育会弓道部顧問

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本文化財科学会　　文化財保存修復学会　　ＩＩＣ　　ＩＩＣＪａｐａｎ

　文化財の科学的分析等による製作技法の解明、　文化財の保存環境

　奈良大学文学部文化財学科　卒業

　文学士

　保存科学

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財修復学特殊講義（通年）
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・文化財学研究法（前期）
・文化財環境学（後期）
・保存科学概論（後期）
・保存科学講読（後期）
・保存科学実習（通年）
・保存科学演習（通年）

　【研究上の特記事項】
・奈良大学研究助成を受けて、「適切な文化財保管環境を簡便に創出・維持する実験的研究」
を実施。博物館施設や寺院において文化財保管場所の温湿度環境の調査をおこない、文化財
等の保管されている環境の実態把握をおこなう。

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・2014年度文化財学科海外研修旅行（イギリス）引率
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2014年7月

日本文化財科学会第
31回大会

日本文化財科学会第
31回大会

2014年7月

平成25年度文化財保
存修復セミナー講義録

平成25年度文化財保
存修復セミナー講義録

平成26年度文化財保
存修復セミナー

平成26年度文化財保
存修復セミナー

2014年12月

2014年12月

2015年3月

2015年3月

文化財学報第32集

文化財学報第32集

徳島県立鳥居龍蔵記
念博物館研究報告第2
号

2014年3月

2014年3月

2015年3月

阪神・淡路大震災で被災した水濡れ紙
資料の真空凍結乾燥処理作業の報告

長期間、土蔵の温湿度環境調査をおこ
ない、文化財の保存に適していることを
確認

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（著書）

2014年3月におこなった文化財保存修
復セミナーの講義録

2014年3月におこなった文化財保存修
復セミナーの講義録

主催者からの依頼で講義を担当(1.5時
間)

蛍光Ｘ線分析の結果見つかったウラン
を含むガラス小玉の位置づけについて
検証

各地に分布するほぼ同時期に造立さ
れた墓石の劣化状態の調査結果（卒
論指導）

⑤

①博物館における文化財の展
示・収蔵環境

③博物館における文化財の展
示・収蔵環境

主催者からの依頼で講義を担当(1.5時
間)

（その他）

②博物館と保存科学―保存科
学が果たす役割

⑤

⑤

④

③鳥居龍蔵が採集したガラス小
玉の保存科学的調査

蛍光Ｘ線分析やＸ線透過撮影の結果
からガラス小玉の由来等を推測

（学会発表）

2014年7月

①水濡れ紙資料の真空凍結乾
燥処理

②温湿度環境測定調査からみ
た文化財保存施設としての“土
蔵”

②

③

日本文化財科学会第
31回大会

④博物館と保存科学〜保存科
学が果たす役割〜

②戊辰戦争戦没者の墓石の劣
化調査

⑤

①遼代墳墓から出土した可能
性があるウランを含むガラス小
玉

③徳島県立鳥居龍蔵記念博物
館所蔵のガラス小玉の分析

④

④

（学術論文）

詳細な観察と材質分析により、不明で
あった資料の位置づけを明確にした

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]


